
▲事業所の方も一緒に食事を楽しみました

▲原エリアの方が集まった原西公民館

原西校区

野芥校区

みんなが “繋がる”まちづくりを目指して
～ひとり暮らし高齢者の会食会で、新たな取組みにチャレンジ～

　早良区内には、ひとり暮らしの高齢者などを対象とした会食会を実施している校区がいくつか
あります。今回は、より多くの方に参加いただけるようにと、新たな工夫を取り入れた２つの校区を
紹介します。

　原西校区の会食会は、例年公民館で行なわれ
ていましたが、校区の面積が広く、県道で東西が
分断されているために、歩いてくることが難しい
という高齢者が多くいらっしゃいました。そこで、
令和６年度は会場を３か所に分け、町内ごとに最
も近い会場に足を運んでもらえるよう工夫しま
した。
　また当日は、事業所ネットワーク（※１）の「介活
ネットさわら中央（※２）」に来ていただき、３か所
の会場でフラダンスやピアノ演奏などの出し物
を披露いただきました。

　野芥校区は坂道が多く、校区内での高低差が
非常に大きいため、「会食会に参加したいが、公
民館までは遠くて参加できない」という声が地域
から寄せられていました。そこで校区社協から、
事業所ネットワークの「さわらまんなかネット
（※３）」に相談し、各事業所で保有している車両
を使い、送迎の協力を得ることができました。
さらに当日は、受付や会場内での付き添いなど
にも協力いただきました。

　それぞれの校区で工夫があり、参加者にとっては、食事や会話を楽しむなど、ご近所同士での繋
がりづくりにもなり、とても有意義な時間となったようです。

（※1）事業所ネットワークとは、「地域のために何かしたい」と地域貢献への思いを持った福祉施設
　　  や企業などで構成された地域支援のネットワークです。
（※２）介活ネットさわら中央とは、早良区中部～中南部で活動する事業所ネットワークです。
（※３）さわらまんなかネットとは、早良区中南部で活動する事業所ネットワークです。
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▲小田部校区の活動発表をされる松永会長

▲１３団体にご参加いただきました

▲グループワークで夢を共有

▲サロンで作成した手芸作品を披露！

高取×小田部 事業所と連携した校区づくりを学ぶ講演会を開催しました

子どもの居場所交流会を開催しました

動いて、話して活動のヒントを発掘！
～ふれあいサロン研修会を開催しました～

　早良区社協事務所では、「子どもの居場所づくり」に取り組む団
体やこれから活動を始めたい団体、スクールソーシャルワーカー等
の関係機関が一堂に会する「子どもの居場所交流会」を開催しま
した。
　はじめに、それぞれの団体の取組みや、他の団体に聞きたいこと
等を自由に話す情報交換を行ないました。次に、「こんな子どもの
居場所、あったらいいな」をテーマにしたグループワークで、今後
の展望や夢を大いに語り合っていただきました。
　参加者からは「同じ目的を持っている方々とお話できてよかっ
た」「まだ手探り状態だが、頑張っていこうと思えた」との声が聞か
れました。　
　早良区社協事務所は、今後も「子どもの居場所づくり」に取り組
む皆さまを応援していきます。

　早良区社協事務所では、２年に１度、ふれあいサロンの代表者を
対象に研修会を開催しています。今回はグループ対抗のニュースポ
ーツ（カーリンコン・ラダーゲッター・モルック）体験と活動に関する
情報交換を行ないました。ニュースポーツ体験では、一投一投に歓
声が起こり、初対面の方々でもすぐに打ち解けることができました。
　ニュースポーツの熱気をそのままに行なわれた情報交換では、サ
ロンで作成した雑貨や人気のプログラムを紹介し合いました。「そ
れいいね。講師はどこにお願いしたらいいの」など活発な声が聞か
れました。他校区のサロンの状況を知ることができ、今後のサロン
活動のヒントになったようです。

　令和６年１０月に、高取校区社協主催の講演会に小田部
校区社協の松永マツエ会長をはじめとした小田部校区の
活動者をお招きし、活動発表をしていただきました。
　小田部校区の特色として、校区内の福祉事業所等で働く
現役世代の若手ボランティアが校区社協行事に参画して
いることが挙げられます。「小田部ふくしまつり」等のイベン
トの企画から当日の動きまで、実際の連携について話を聞
いた高取校区の方々は「企業や事業所と一緒に活動するの
もおもしろいね」と熱心に聞き入っていました。

～食を通して、地域の子どもを見守り、育てる～
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